
 
 
2011年 4月に撮影した静岡県御前崎市の浜岡原発の写真だ。 
これまで何も考えずに見てきた写真も、同じようには見ることができないだろう。 
海から防砂林だけで守られている原発。 
地震学者の全員が認めている東海大地震の襲来を裸の状態で待つ原発。 
遠浅の浜に冷却水の取水口がある原発。 
つまり津波のときにまず波が引き、そのとき取り入れる冷却水がなくなり、津波が運ぶ砂で取水口が詰まっ

て破壊される原発。 
救援に向かう道も寸断され、 
東名高速も新幹線も崩壊し、 
日本の大動脈が致命的に切断され、 
非常用電源はすべて水没するという原発……。 
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